
 
 

 

 
  
     

 
 
 

 
 

      

 
  

    

   
       

 

 

 

    
  

 
 

   
 

    
  

 
  

 
   

 
   

 
   

  

  
        

    
 

  
 

 

   
 

 
 

  

   
 

 
 

 

   
        

 

 
 

 

    
 

 
      

 
     

 
         

 
 

  
   

 

 
 

    

         
 
 
 
 
 
 



 
 

          
     

 
 

 
 

      
  

 
 

           
 

      
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

 
 

          
          

 

   
     

 
 

          
        

       
 

    
      

  
  

        
         

 

 
  

 
     

 
      

       
     

             
            

  
 

   

    
 

   
 

 
       



  

  

             

    

        
    

  
 

    

  
    

    
    
   

   

     
  

  
   

  
       

 

   
          



 
 

  
 

   
  

    
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 
 

  
 

        
      

   
 

      
 

 
 

  
     

       
       
   

      

 
 

  
  

          
          

  
 
 
 

    
    
    

   
  

          
 

                          
         
         
       
   

       
 

    

        
        

   

   
 

 
 

   

   
   

 

 
 

 
      

                                
   

 
    
   

  
     

   
  
  
  

    
     

      
 
 
 
 
 

   

 



 
 

 
  

  
     
   
    

 
 

         
   
  

                
          

        
    

 
 

     
 
 

 

 
 
 

    

  
  

 
   

 
 

 
 
 

 
    

 
     

 
 

 
 

  
  

 
    

 
 

    

     

        

     
 

       
 

      
 

      
   

 
    



 
 

 
 

 
 

      

 

   
         

 
  

 
 

         

             

 
 

 
 

  
 

       
       

        
 

 
  

 
 

 
 

       
        

   
           

      

   
 

  
 

       
       

         
 

 
   

  
 

 
           

 
         

       
       

 

         
 

 
 

    
 

 
       

 
 

 
 
 

 
 

        
      

       

 
 

  

 

 
         

 

  
 
         

  

            
 

           
 

 

  
 
        



 
 

 
 
     

 
    

       

      
 

          
      

 
     

   
          

              
                    

           
 

             

  

  
 

          
 

 

  
 
 

            

 
 

                  
          

  
          

  
 

 
 

        
        

 
  

 
 
 

        
 

  
          

   
 

 

 
  

  
         

                 
 

 
  

                

 
 

 
         

  
 

 
         

  
 

  

 
 
 

 
           

 
 

 
          

 
                

  
 

 
         



 
 

              
       

               

    
          

             
         

                   
 

 
          

  
         

  
          

 
       

     
 

 
         

 
           

 
     
            

  
 

 
 

              

 
   

 
                           

 
           

 

             

              

  
  

 
          

 

 
 
 
 

         

           
    

  
            

 
            

 
  

  
           

 

 
 

   
          

 
          

 

 
 

 
  

          

           
           

                     

              
 



 
 

 
 

  
      
      

  
  

 
  

  
           
              

 
 

      
 

   
 

 
    

   
           

  

     

  

 
 
 

 
 

        
 

          
 

 
 

   
       
       

 

 
 

 
   

 
 

  
      

        
  

 
 

           
  

  
             

  

 
         

 
  

 
         

 
 

 

           
 

 
 

 
 
     

    
 

       
             

 
 

  

           



 
 

 
     
       

   

 
     

 
   

 
 

           
  

 

 
  

 
 

 
      

 
 
     

    
 
 

 
 

       
        

 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
   

    
        

  
             

  

 
     

            
 

 
     

  
  

    
 

  

   
  

 
 

     
     

 
           

       
 
     
   

 
   



 
 

     
         

     
 

 
 

    

 
 

    

  

     
 

   

    
 

    

  

  
   

   
 
  

   

 
  

 
 

 
  

         

  
    

   
    

      
    
   

 
 

          

 
       

          
          

 
          
          
            

 
        

          
  

   
         

 
  

   
 

        
 

 
 

 
   

 
 



 
 

 
           

       
       

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 
 

    
   

     
    

 

 
  

           

 
          

 

         
      

    
  

 
   

    
 

       
      

  
  

   

    
 

   
     

 
  

         
 
        

     
 

     

          
  

  
   

  

         
 

 
   

 
   

 
 

  
     
   

 
 

 
     

 
 

 
 

 
   

 
 

 
     



 
 

         

 

  
 

 
     

 
     

    
 

 
     

 
     

 
         

   
 

 
     
   

 
  

    
      

 
       

 
     

  
      

   
  

   
   

     
 

       
     
    

      
   

  
  

 
  

 
       

  
   

   
 
 
 



 
 

    
     

  
  

                

 
    

 
   

  
 

          
       

 
     

 
    

 
   

  
 

 
       

 
     

 
 

 
     

 
 

  

 
 

  
 



 
 

 
 
 
    

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

  
 
 

 
 

 
 

 
  

    
  
      

  
 

 

 

   

  

    

 

   

  
 

 

 

   

 
  

 
 

  

  
 

  
 

 
 

 
   

 
 

  
  

 
   

 
 

 
     

 



 
 

       
   

  

   
        

        
  

 
 

 

 

 

 

 
 

         
             

 
 

 
 

 

 
   

 
 

 
                   

 
 

 
  
     

 
 
 
 

 
 

    
                    

    
 

               
                 

 
  

 

 



 
 

 

 
 

 
                  

    
     
  

 

                     
                   
                     

                 
                   
       

                      
                     

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
                         
                        
                        

                       
   

     
            

   
     

         

                         

 
  

   
 

  
    

     
     
  

    
     
    
    



 
 

     
   

 
    

 
 
 
 
 
 

 
 

         
         

 
    

     
                             

                 
 
   

    
         
         

          
 

   
          

      
 

   
 

 
 

   
 

 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                     

 
 

                                
 

 



 
 

 

         
       

    
     

     

        
   

 
  

 
     

         
 

 
      

    

 
 

    
        
       

 
    

   
  

        
  
     

   
  

  
     

        
    
     

      
     

      
    

     
      

 
  

 
 

       
    
   

                
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
    
  

          

                
  

             

          

                
  

                 
 

 
   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

 
    

  
 

 
 

   



 
 

    
 

   
   

     
 

 
 

           
 

            
   

 
 

 
   

 
     
     
    

 

 
 

     

  
 

 
 

 

 

 

 
 

    
    

        
  

 
 
 
 
 
 
 



 
 

   
 

 

 
   

 

 
                   

 
 

     
    

         
   

   

 
       

 
   

 



 

〔本部関係〕 

芸術文化普及啓発事業 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 

  ① 第４０回ふるさと文化賞 

地域社会において、永年にわたりひたむきな努力を続け、伝統文化の継承に貢

献するなど、その活動と功績が著しい１個人３団体に贈呈した。 

【贈呈式】  令和４年１月２５日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  武地 秀実       （人形芝居・西宮市） 

杉原紙振興ボランティア （杉原紙・多可町） 

      竹田地区松明祭保存会  （防火祈願神事・朝来市） 

      淡路木偶づくり講座   （人形木偶づくり・南あわじ市） 
 

② 亀高文子記念－赤艸社
せきそうしゃ

賞 

 絵画の創作活動を通じて県民文化の高揚に功績があった女流洋画家に贈呈した。 

 令和２年度の受賞作品を、兵庫県民会館内に展示し、受賞者に作品発表の機会

を提供した。 

【贈呈式】  令和４年３月１日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  赤松 玉女（京都市立芸術大学理事長・学長） 

【記念展】 柴田 知佳子（令和２年度受賞者） 

      令和３年７月１９日～８月１日 

      兵庫県民会館１階特別展示室壁面 
 

③ 坂井時忠音楽賞 

県内において音楽活動に優れた業績をあげ、将来の活躍が期待される音楽家を

奨励するため贈呈した。 

   【贈呈式】  令和４年３月１日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  杉田 恵理（ヴィオラ・神戸市）  
       

④ ひょうごアーティストサロン賞 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待

される新進・若手アーティスト及びサロンの企画・運営に協力いただいた指導者

に贈呈した。 

【贈呈式】 令和４年３月７日 

【会 場】 兵庫県民会館 

【受賞者】  〈アーティスト部門〉土井 美佳（ヴァイオリン・姫路市） 

花柳 知香之祥（日本舞踊・神戸市） 

        〈協力者部門〉   福羽 弘子（日本画・神戸市） 
 

（２）コンクール、展示事業 

① 第３３回全国手工芸コンクール in ひょうご〈県補助〉 

女性を対象とし、ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品

を全国から公募し、優秀な作品に文部科学大臣賞、知事賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和３年１１月１９日～２１日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 １９５点 

【入場者】 ９０４人 



 

② 第２７回兵庫ふれあい美術展〈県補助〉 

    県内の美術愛好家から日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真作品を公募し、全

ての応募作品を展示するとともに、優秀な作品に知事賞等を贈呈した。 

    実施にあたっては「鈴懸の径絵画部門」を新設した。 

【会 期】 令和３年１２月２４日～２６日  

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 ４４０点 

【入場者】 約８５０人 

 

③ 第５８回２０２１県展 

県内に生活し、日頃から美術作品の制作活動に励んでいる方を対象に、絵画、

彫刻・立体、工芸、書、写真、デザインを公募し、入選作品の展示を行い、優秀

な作品には県展大賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和３年８月７日～２１日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【応募数】 ５２２点（入選作品２０１点） 

【入場者】 ２，３０９人 

【共 催】 兵庫県・兵庫県立美術館・神戸新聞社 

 

④ 兵庫県民会館文化教室総合展【中止】 

 兵庫県民会館で実施されている、美術・書道等さまざまなジャンルの文化教室

の作品を一堂に展示し、受講生の交流や発表の場として計画していたが、新型コ

ロナウイルス感染症により中止した。なお、一部の教室については教室ごとに作

品の壁面展示を順次、行っている。 

 

⑤ 新進美術家作品展の開催〈県補助〉 

県内各美術団体の協力を得て、新進作家を中心とした作品展を開催した。 
 

・ひょうごアーティストサロン内 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫二紀会選抜展 ３.４.１～５.３１    ２ ７５ 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ３.６.１～７.３１    ７ １１０ 

兵庫県美術家同盟新進作家展 ３.８.２～９.３０    ９ １３１ 

兵庫の工芸 壁面を飾る ３.１０.１～１１.３０    ４ １３５ 

兵庫県書作家協会選抜展 ３.１２.２～４.１.３１    ６ １３６ 

兵庫県日本画家連盟選抜展 ４.２.１～３.３１     ７ １５０ 

  合 計  ２５５日 ３５ ７３７ 
 

・兵庫県民アートギャラリー特別展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県工芸美術作家協会選抜展 ３．９．８～１２ ７ １６２ 

第２回ひょうごアーティストサロン賞

受賞者記念展 
４．２．２～６ ５ ２６２ 

兵庫県彫刻家連盟特別展 ４．３．２～６ １５ ２５９ 

  合 計  １５日 ２７ ６８３ 
 

・兵庫県民アートギャラリー大・中展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県美術作家交流展 新進・選抜・プ

ラス 
３．１２．１５～１９ １０３ ６９５ 

 

 

 



 

⑥ 造形芸術活動支援事業【新規】〈県補助〉 

絵画、彫刻、いけばな等の造形芸術分野を対象に、オンライン等により会場外

からも鑑賞できる展覧会に対しての開催経費を支援した。 

【申請件数】 １０件 

【助成金額】 ７５５千円 

 

⑦ ひょうごの造形芸術オンラインギャラリーの構築・運用【新規】〈県委託〉 

ウイズコロナを見据え、Ｗｅｂ上にポータルサイト「ひょうごの造形芸術オン

ラインギャラリー」を構築し、造形芸術アーティストのオンラインでの作品発表

に活用するなど、活動を支援した。 

【期   間】 令和３年１２月２０日～令和４年３月３１日 

【アクセス数】 ７７６件 

 

（３）主催公演事業 
① 県民芸術劇場〈県補助〉 

小学生・高校生、一般県民が優れた舞台芸術を身近に鑑賞し、県内芸術団体等

が活動する機会として県民芸術劇場を開催した。 

新型コロナウイルス感染症により、約３割の公演が開催日を変更し、約２割の

公演が中止となった。また、分散実施の場合は２回目公演の出演料を協会負担限

度額の範囲内で支援したほか、複数の小学校が合同で実施する場合や生徒数の多

い高校は、市町文化ホール等を利用できる等の対応を行った。 

※中学校公演は、全ての県内中学生を対象に「わくわくオーケストラ教室」等を実施 

していることから、県民芸術劇場の対象外。 

②  次世代応援舞台芸術支援事業【新規】〈県補助〉 

  新型コロナウイルス感染症により減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内の若手

アーティストの活動機会を提供するため、県内文化施設等において実施される音

楽・演劇等で、一定数の座席を学生（小、中、高校、大学生等）向けに無料とす

る公演の経費を支援した。 

【助成件数】 ３２件 

【助成内容】 市民ミュージカル、ニューイヤーコンサート、県内落語家による一門会 等 

【助成金額】 １２，７７４千円（助成率１／２・上限 500 千円） 

【鑑賞者数】 ７，７５２人 

【うち無料】 １，７２８人 

種   別 ３年度 協会支出額（千円） 

 公演ジャンル 公 演 数 入 場 者 数 ３ 年 度 ２ 年 度 

一般公演 １３ ４，２３７ 

１０,０３０ １１,２９１ 

 

音   楽 ９ ３，０４１ 
演   劇 ３ １，０５３ 

伝統芸能 １ １４３ 

高等学校公演 １７ １０，２５６ 

６,６３８ ４,５２９ 
 

演  劇 ４ ２，４２８ 

音   楽 ７ ３，８８２ 

伝統芸能 ６ ３，９４６ 

小学校公演 ３８ １４，０６４ 

８,１７４ ３,５５３ 

 音   楽 21 ７，９８７ 

演   劇 ７ ２，３８４ 

伝統芸能 ８ ３，００７ 

ミュージカル ２ ６８６ 

合     計 ６８ ２８，５５７ ２４，８４２ １９,３７３ 



 

（４）講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学 

日々の暮らしに夢と潤いのある生活文化を創り育てるため、県立美術館、歴史

博物館、考古博物館等に講師を依頼するなど、県や芸術文化団体と連携しながら

最新の研究成果が学べる講座として、生活文化大学を開催した。 

【通年講座】 

講 座 名 開催地 会   場 期間(回数) 受講者(人) 

神
戸
校 

文化財 

神戸市 
兵庫県民会館

ほか 

５～２月 （１０） 33 

考古学 
(県立考古博物館) 

４～２月 （１０） 40 

西洋美術 
(県立美術館「芸術の館友の

会」) 

４～２月 （１０） 47 

日本美術【中止】 － － 

ふるさとの歴史 ４～２月 （９） 57 

音楽鑑賞 
(兵庫県音楽活動推進会議) 

５～３月 （１０） 53 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
(明石市) 

明石市 
明石市生涯学

習センター 
６～２月 （１０） 55 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
(県立歴史博物館) 

姫路市 

県立歴史博物

館、日本城郭

研究センター

ほか 

９～３月 （７） 27 

合計   ８講座⇒７講座 73 回⇒66 回 312 

※( )は共催団体等 

【短期講座】 

講 座 名 開催地 会   場 期間(回数) 受講者(人) 

展覧会特別鑑賞講座～頴川

コレクション・梅舒適コレ

クション受贈記念展～ 

神戸市 
兵庫県立美術館

「芸術の館」 
５月 （１） 28 

文楽鑑賞講座・文楽 in 

hyogo「義士銘銘伝 弥作鎌

腹の段」鑑賞会 

神戸市 

西宮市 

兵庫県民会館、

兵庫県立芸術文

化センター 

６～7 月（２） 17 

美術品輸送講座～輸送のエ

キスパートが明かす展覧会

の裏側～ 

神戸市 兵庫県民会館 ７月 （１） 39 

展覧会特別鑑賞講座   

アイノとアルヴァ 二人の

アアルト【中止】 

神戸市 
兵庫県立美術館

「芸術の館」 
－ － 

展覧会特別鑑賞講座   

ライデン国立古代博物館所

蔵 古代エジプト展 

神戸市 
兵庫県立美術館

「芸術の館」 
12 月 （１） 36 

曾我蕭白～ひょうごゆかり

の「奇想の画家」 
神戸市 兵庫県民会館 １月 （１） 38 

合計   ６講座⇒５講座 ７回⇒6 回 158 

 

 

 

 

 



 

② 地域と暮らしの兵庫学 

 摂津・播磨・但馬・丹波・淡路の五つの国からなる兵庫県のすばらしい地域文

化を学び、あわせて古くから伝わる伝説や歳時記、伝承の行事の様式の考察等を

して、ふるさと意識を高める短期講座を開催した。 

【開催日】 令和３年１０月～令和４年３月（４回） 

【会 場】 兵庫県民会館 けんみんホール 

【講 師】 田辺 眞人氏（園田学園女子大学名誉教授） 

【参加者数】１４６人 

 

③ 伝統文化ふれあい広場〈県補助〉 

    伝統文化の新たな担い手を発掘するため、県域文化団体等の協力を得て、子ど

もたち（親子連れ）をはじめ幅広い層の県民が、様々な伝統文化を一堂に体験す

るブース等を開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染症により開催を

中止した。 

 

④ 伝統文化体験教室〈県補助〉 

関係文化団体等との共催で、体験教室を開催することにより、県民が伝統文化

に触れる機会を提供した。 

【時 期】 令和３年５月～令和４年１月 

【回 数】 １２回 

【会 場】 兵庫県公館和風会議室 

【参加団体】兵庫県舞踊文化協会ほか７団体 

 

⑤ 伝統文化学び塾〈県補助〉 

    伝統文化への関心を高め、学び続ける人を養成するため、須磨琴や箏、長唄を

７回にわたって学び、発表会まで行うコースを開催した。 

   【開催日】須磨琴コース：稽古/令和３年７月～９月 発表会/９月 

        箏 コース：稽古/令和３年７月～９月 発表会/９月 

         長唄コース：稽古/令和４年１月～３月 発表会/３月 

     【会 場】稽 古：兵庫県公館和風会議室 

発表会：須磨琴・箏コース 県立芸術文化センター阪急中ホール 

             （ひょうご邦楽の祭典のプログラムとして） 

             長唄コース     兵庫県民会館７Ｆ鶴の間 

   【参加者数】各コース７人 

 

 

 

教室名・回数 団  体  名 参加者(人) 

日本舞踊のススメ（１） 兵庫県舞踊文化協会 ６ 

いけばなのススメ（２） 兵庫県いけばな協会 ３０ 

ｼｬﾄﾞｰﾎﾞｯｸｽのススメ（１） 兵庫県婦人手工芸協会 ６ 

須磨琴のススメ（１） 一弦須磨琴保存会 ６ 

箏のススメ（１） 兵庫県筝弦連盟 ５ 

茶席のススメ【中止】 兵庫県茶道協会 － 

能楽のススメ（４） 公益社団法人能楽協会神戸支部 ２５ 

長唄のススメ（１） 松耀会 ６ 

三味線のススメ（１） 日本民謡民舞兵庫県連合会 ７ 

合計  ９分野⇒８分野（１５回⇒１２回） ９１ 



 

⑥ 友の会会員事業の推進 

    芸術文化に関する学習や交流事業を通じて、生きがいづくりと相互の交流を図

るため、友の会会員を対象とした事業を推進した。 
兵庫県芸術文化協会友の会会員                      令和４年３月３１日現在 

                        個人会員 ファミリー会員 団体会員 

友の会会費 １口 ３，０００円 １口 ５，０００円 １口 １０，０００円 

会 員 数 ６３５人 ９６人（４８組） ６０団体 
 

【特  典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・研修事業への参加・生活文化大学等の受講料等の割引 

・指定美術館・博物館等の入館料割引 

・提携ホールのチケット料金やホテルの利用料金等の優待 

 

（ア）研修事業の実施 

  県内外の人文・自然資源、文化史跡等を訪ね、先人が育んできた歴史・芸術

文化にふれ、そのすばらしさを学ぶとともに、会員相互の交流と親睦を図った。 

新型コロナウイルス感染により、長時間の移動や一定の人数での飲食を伴う

「ふるさと文化紀行」「至宝の文化財を訪ねて」「ふれあいの旅（海外）」

「ふれあいの旅（国内）」等は中止した。 

 

【ふるさとウォーク】 

事   業   名 開催年月日 場   所 参加者(人) 

埴岡真弓先生と歩く 

ウナイ乙女伝説の地－箒の宮から処

女塚古墳まで－ 

３．１１．２ 神戸市  ２１ 

       計 １事業（１回）    ２１ 
 

 

（イ）文化情報紙「すずかけ」の送付 

友の会会員に対して毎月、文化情報紙「すずかけ」を送付し、情報を提供した。 

 

【主催事業 評価】 

○表彰事業 

・ふるさと文化賞 

永年にわたり裏方に徹し、地域に貢献している者を顕彰するものであり、地元以外での発表の場を設け

ることにより、受賞者からは、これからも継続的に取り組む気持ちになったとの声が寄せられた。 

・亀高文子-赤艸社賞は女性洋画家が、坂井時忠音楽賞は若手音楽家が目指す賞の一つとして定着し

ており、洋画や音楽関係者の評価も高く、また、受賞者からは、今後の活躍の励みとなっているとの声が寄

せられた。 

 

○コンクール、展示事業 

・兵庫ふれあい美術展 

応募作品の全てを展示することから、作品を披露する場として定評がある。令和３年度は同じくアマチュ

アを対象として公募していた「鈴懸の径絵画展」を発展的に統合して実施した。（鈴懸部門は「兵庫の風物

を描く」等のテーマを設けて募集） 

県委託額の減少により、作品運搬費用相当額を賄うため出品を有料化したところ、応募数が対前年度

比８割（約 440 点）に減少した。 

 

・造形芸術活動支援事業 

今回参加して、初めてオンラインギャラリーを作成したという声が複数あった。新しい作品発表のきっか

けが提供できた。一方で、１０月からスタートした事業のため、対象外となった展覧会が多く、「もっと早く情

報が欲しい」という声が数多くあった。 



 

・ひょうごの造形芸術オンラインギャラリーの構築・運用 

県内のアーティストの新たな作品発表の場であり、ネットワークづくりの場となる事業であったが、掲載対

象を限定したこと、運用期間が短かったこと等から、掲載件数が少なかった。 
 

○鑑賞機会の提供 

・県民芸術劇場 

新型コロナウイルス感染症により止む無く中止となった公演分の予算を活用し、２回目公演実施への支

援や分散実施の支援を行い、コロナ禍にあっても生の舞台を鑑賞できる機会の確保に努めた。鑑賞した

県民や児童生徒からは「手頃な料金で本物の芸術鑑賞ができてありがたい。」「地方で伝統芸能に触れる

ことができ感動した。」などの感想をいただき、芸術文化に関心を引き付ける事業として高く評価されてい

る。 

○学習機会の提供 

・生活文化大学 

新型コロナウイルス感染症により１講座が中止となり、７講座の実施となった。受講者からは「是非開講し

てほしい」という根強い要望があったことから、感染防止対策を講じたうえで、事業を継続した。また、受講

しやすい短期型の講座を複数回企画し、受講生の獲得に努めた。 

・地域と暮らしの兵庫学 

田辺眞人氏（兵庫県文化賞受賞者）による４回シリーズの短期講座を開講した。人気の高い講座であっ

たが、新型コロナウイルス感染症により受講生数は低調であった。 

○伝統文化体験機会の提供 

・伝統文化学び塾 

各団体から、一度きりの体験ではなく、練習を重ねて技術を習得する喜びを味わってほしいとの声もあ

り、継続的に学び、その成果を大舞台で発表する機会を提供した。箏と長唄に加え、令和３年度は須磨琴

コースを新設した。受講者から「伝統文化に興味をもつことができ、今後も受講したい。」「素晴らしい体験

ができ幸せを感じた。」などの声が寄せられた。 

○芸術文化協会友の会会員事業 

  会員数は、令和元年度個人 753 人/家族 54 組/団体 67 団体、令和２年度個人 650 人/家族 43 組/団体

51 団体、令和３年度個人 635 人/家族 48 組/団体 60 団体、と減少傾向にあるが、生活文化大学の受講

や会員特典を利用した会員からは満足したとの声が寄せられた。 

 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
（１）市町ホール活用支援事業〈県補助〉 

市町ホールの活性化、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、２市町のホー

ルが音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企画する事業を支援した。 
   （単位：千円） 

公    演    名 開催年月日 会 場 参加者（人） 助成額 

クラシック音楽謎解きミステ

リー音楽探偵バッハの事件録 

３．４．３ 

３．４．４ 
西宮市フレンテホール 147 

354 

３．６．２７ 扶桑電通なぎさホール 85 

高嶋ちさ子 音楽会 
３．５．３０ 郷の音ホール 807 

2,000 
３．９．２１ 田園交響ホール 417 

こどもオペラ ブレーメンの

音楽隊 

３．７．３１ 加東市東条文化会館 183 
647 

３．８．１ 加古川ウェルネスパーク 323 

東儀秀樹コンサート～悠久の

音色に包まれて～ 

３．８．２９ 生野マインホール 183 
1,719 

３．１１．２１ エクラホール ２７２ 



 

桂吉弥 独演会 

３．８．２９ 山崎文化会館 ２４１ 

570 
４．３．２５ 加東市地域交流センター ３８５ 

林家たい平 独演会 

４．２．１１ エルデホール 242 

1,037 

４．３．２０ ビバホール 185 

合    計     3,470 6,327 

 

（２）ふれあいの祭典－県民文化普及事業〈県委託〉＊ 

   県民文化普及事業の２２事業(うち１１事業中止)について、県内全域に文化のすそ野を拡

大していくため、県域文化団体、開催市町とともに実行委員会を立ち上げ、広報宣伝・観

客誘致、開催記録の作成等を担当した。 

事    業    名 開催年月日 会 場 参加者（人） 
ひょうご演劇祭 ３．８．21 西宮市 ３０５ 

和太鼓フェスティバル in 兵庫【中止】 ３．９．５ 洲本市 － 

兵庫県交響楽祭 ３．９．12 西宮市 ５５７ 

兵庫県いけばな展（地域展）【中止】 
３．９．23 
    ～24 

洲本市 － 

ひょうご邦楽の祭典 ３．９．26 西宮市 ３０３ 

ひょうご名流舞踊の会 ３．10．３ 神戸市 ９９８ 

詩のフェスタひょうご ３．10．３ 神戸市 ９０ 

ひょうご日本民謡フェスティバル ３．10．９ 神戸市 ６１０ 

兵庫県いけばな展（神戸展） 
３．10．14 
     ～19 

神戸市 ５，９０４ 

ひょうご洋舞フェスティバル ３．10．30 西宮市 １，３１４ 

ひょうご吟剣詩舞道祭 ３．10．31 尼崎市 ７００ 

兵庫短歌祭 ３．11．14 神戸市 １１８ 

全国手工芸コンクール in ひょうご 
３．11．19 

  ～21 
神戸市 １，１３２ 

アンサンブル・フェスティバル兵庫 2021 in 

赤穂 
３．11．28 赤穂市 ４７０ 

ひょうご合唱の祭典【オンライン配信のみ】 ３．12．19 相生市 ３５４ 

兵庫ふれあい美術展 
３．12．24 

～26 
神戸市 １，３２２ 

兵庫県川柳祭 in 加古川 ４．２．20 加古川市 ２，８５９ 

ひょうごブラスフェスティバル 2021 ４．２．27 姫路市 １，３９１ 

ひょうご民俗芸能祭 ４．２．27 西脇市 ２６０ 

音楽とダンスの祭典 in Hyogo【中止】 － － － 

ひょうご大茶会【中止】 － － － 

ひょうご俳句フェスティバル【中止】 － － － 

合計   １８，６８７ 

 

 

 



 

（３）兵庫県地域文化団体協議会への支援 

地域文化の向上と振興に貢献することを目的とする兵庫県地域文化団体協議会の   

事務局を担当し、県内７地域で活動する地域文化団体との連携を深めた。 

【兵庫県地域文化団体協議会構成団体】 

・阪神南文化振興団体連絡協議会 

・阪神北文化振興団体連絡協議会 

・東播磨文化団体連合会 

・西播磨文化協会連絡協議会 

・但馬文化協会 

・丹波文化団体協議会 

・淡路文化団体連絡協議会 

・公益財団法人兵庫県芸術文化協会 
 

① 地域文化団体との共同事業＊ 
    兵庫県地域文化団体協議会が、各地域において地域の核となる文化団体協議会

等と共同で文化事業を実施した。 

文化団体名 事 業 名 開催年月日等 

阪神南文化振興

団体連絡協議会 

第 26 回アルカディア盲導犬ととも

に音楽を愛でる会コンサート 

３．６．26 

（会場：アルカディア・グレースホール

（芦屋市）） 

阪神北文化振興

団体連絡協議会 
阪神北文化フェスタ 

４.２.６ 

（会場：アステ市民プラザアステホール

（川西市）） 

東播磨文化団体

連合会 

東播磨文芸誌「東はりま文化子

午線第 45 号」の発行 
４年３月発行 

西播磨文化協会

連絡協議会 
西播磨地域ふれあい文化交流会 

３．10．19 

（会場：神崎公民館 他） 

但馬文化協会 
「たじま作品集－短詩型文学第

46 集」の発行 
４年３月発行 

丹波文化団体協

議会 
伝統文化鑑賞会 

４．１．22 

（会場：丹波の森公苑） 

淡路文化団体連

絡協議会 

淡路文化の祭りとふるさと文化の

交流 
第 40 回全淡短歌祭 
第 45 回淡路島俳句大会 
第 43 回淡路文学作品展 
淡路ふるさと文化交流事業 

 
 
 
３．７．31 
３．11．14 
３．11．26～12．９ 
３．10．30 
（会場：洲本市立淡路文化史料館他） 

 

② 地域文化を考えるシンポジウム〈県補助〉 

地域文化の活性化を図るため、但馬地域に県内市町文化協会・団体の会員が一

堂に会し、地域における文化振興の現状や課題、地域の特色を生かした事業の推

進方策等について情報交換や協議を行った。 

【開催日】 令和３年１１月１６日 

【会 場】 あさご・ささゆりホール 

【主 催】 但馬文化協会、兵庫県地域文化団体協議会、（公財）兵庫県芸術文

化協会 

【テーマ】 文化活動を活かした魅力あるふるさとづくり 

【内 容】 角野幸博氏（関西学院大学建築学部長・丹波の森公苑長）の基調講

演および県立和田山高校生徒による実践発表 等 

【参加者】 県内各地文化関係者２２５人 



 

（４）ひょうご文化交流のつどい【中止】＊ 

 県域文化団体等の協賛のもと、様々な分野の文化関係者が一堂に集い、交流・親

睦を深める事業であるが、令和２年度に続いて、新型コロナウイルス感染症により

中止した。なお、その代替企画として、令和２年度同様、文化情報紙「すずかけ」

１２月号に、各分野の芸術文化関係者から寄せられたメッセージを掲載する「紙上

交流会」を実施した。 

 

（５）芸術文化団体等の事業への支援 

  芸術文化団体等が主催する文化振興事業に対し、後援、協賛するとともに、優秀

作品に「兵庫県芸術文化協会賞」を贈った。 

     【後援事業件数】  １７５件 

【協会賞交付件数】  ５９件 

 

（６）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 

兵庫県文化賞受賞者で構成される、兵庫県文化賞受賞者の事務局運営等を支援し、

芸術文化の振興を図った。 

 

＊は「正味財産増減計算書内訳表」の収益事業等会計に分類されるもののうち「その他

の事業（芸術文化団体との連携事業）」に区分される事業 

 

【芸術文化団体等との連携事業 評価】 
〇市町ホール活用支援事業 

   県内公立ホール間の連携を促進することで、各ホールの企画の幅を広げ、鑑賞機会の多様化につな

がった。観客からは「楽しい時間を過ごせた。」「コロナ禍での実施に感謝する。」などの意見をいただい

た。 
 

〇ふれあいの祭典－県民文化普及事業 

新型コロナウイルス感染症により５事業が中止になった。個々の事業では県域芸術文化団体及び関係

市町の協力を得て実施することで、地域の文化振興と県民の交流の輪を広げることに繋がっており、参加

者の満足度は 93.8%と高い。 
 

〇地域文化団体との共同事業 

兵庫県地域文化団体協議会が、地域の核となる文化団体協議会等と共同で毎年開催している文化事

業、地域の特色を生かした文化イベントや文芸誌等の発行を行い、地域文化の振興に寄与した。 
 

〇ひょうご文化交流のつどい 

新型コロナウイルス感染症により 2 年連続で中止となったが、昨年同様、代替事業として、紙上での交

流会を開催した。「このような時期だからこそ、街、劇場、人を繋いで、音楽で元気を届けていくことを大切

にしていきたい」「来年はすべての展覧会がコロナに打ち勝つ勇気と希望を与える心のメッセージとなるよ

う願ってやまない」などのメッセージなどをいただき、一定の代替効果を得ることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進〈県補助〉 

   様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場と

して利用され、交流の拠点としてサロン機能を発揮した。 

【来場者数】 ３，３４９人 

 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施〈県補助〉 

     芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若

手、中堅を問わず芸術文化活動に関する企画・ＰＲ方法等、様々な相談に応じた。 
【相談件数】 １８３件 

【さわやかステージ斡旋件数】 ９件 

 

（３）若手アーティストの育成・支援 

   兵庫県民会館を活用して、新進・若手アーティストの作品展、演奏会を開催した。 

① 新進美術家作品展の開催（再掲）〈県補助〉 
 

 

② 県民会館ロビーコンサートの開催〈県補助〉 

  兵庫県民会館のロビーを活用した新進・若手アーティスト等のコンサートを

開催し、活動発表の場を提供した。また、兵庫県いけばな協会の協力により、

会場にいけばなを添えて芸術文化に親しむ環境の充実を図った。 

公 演 名 開催年月日 いけばな 入場者（人） 

木村モモギターコンサート ３.４.１０ 加藤美千代(池坊) ８５ 

大森花ソプラノコンサート

【中止】 
３.５.８ － － 

尾上理恵ピアノコンサート ３.６.１２ 梶井芳甫（未生流） ５９ 

加茂夏来ヴァイオリンコンサ

ート 
３.７.１０ 冨士聡子(華精流) ６４ 

小原彩乃ハープコンサート

【中止】 
３.８.２１ － － 

県立西宮高等学校音楽科コ

ンサート 
３.９.１１ 内藤貴風（光風流） ７０ 

塚本芙美香ピアノコンサート ３.１０.９ 西村翠雲（佳生流） ６７ 

寺本純子クラリネットコンサ

ート 
３.１１.１３ 矢野翠里(真生流)   ６３ 

吉見真帆ソプラノコンサート ３.１２.１１ 伊藤洸明・原玉恩（御室流） ７６ 

今西真理マリンバコンサート ４.１.８ 米田さち圃(未生流(庵家)) ６１ 

ふくだむらさきヴァイオリ

ンコンサート 
４.２.１２ 久保丹啓・岡島眞草（草月流） ７３ 

神戸山手女子高等学校音楽科

センプリーチェ・コンサート 
４.３.１２ 山根裕子(真生流) ７５ 

１２公演 ⇒ １０公演 ６９３ 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 県内芸術家ロビーコンサート〈県補助〉 

新型コロナウイルス感染症により、公演等の中止が相次ぎ、県内の新進・若

手アーティストの活動の場が大幅に減少していることから、会場を県民会館か

ら県内の芸術文化施設等に広げて実施した。 

 
公 演 名 開催年月日 出演者 入場者（人）

市川町文化センターロビーコ

ンサート～たそがれのひとと

き～ 

３.１０.２ 
土井美佳（ヴァイオリン） 

伊藤淳介（マカフェリギター） 
８９ 

西宮市山口ホール 

木田陽子ピアノコンサート 
３.１０.６ 木田陽子（ピアノ） ８５ 

加西市南部公民館 

秋のノスタルジック オルガン

コンサート 

３.１０.７ 加門隆太朗（オルガン） ４７ 

湊川ふれあい会館 

湊川ふれあいコンサート 
３.１０.１８ 

上原かなえ（フルート） 

川瀬礼実子（フルート） 
３４ 

新長田合同庁舎１階ロビー

木村モモ ギターコンサート 
３.１０.２６ 木村モモ（ギター） ５０ 

東リいたみホールエントラ

ンス江戸聖一郎フルートコ

ンサート 

３.１１.１１ 
江戸聖一郎（フルート） 

河合珠江（ピアノ） 
５７ 

アピカホール開館 25 周年記

念事業「大西洋二朗クラシ

ックギターの魅力」 

３.１１.２１ 大西洋二朗（クラシックギター） ３１ 

豊岡市民プラザ ～フルート

とオーボエが奏でるクリスマ

スコンサート～ 

３.１２.４ 

田中利奈（フルート） 

中嶋緑（ピアノ） 

倉橋葵（オーボエ） 

８０ 

考古博物館こうこはくロビ

ーコンサート～音楽がつな

ぐ今とむかし～ 

３.１２.１２ 
吉田侑記（ヴァイオリン） 

濵本真佑花（ピアノ） 
１０５ 

西脇市民交流施設オリナス

ホールロビーコンサート 
４.２.２３ 

清水美地留（ヴァイオリン） 

春本亜美（フルート） 

加門隆太朗（ピアノ） 

３３ 

頴川グリーンホール春のミ

ニコンサート 
４.３.２０ 

森智香（フルート） 

森田侑里奈（フルート） 
２５ 

  合 計  １１公演 ６３６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 新進芸術家育成事業の実施〈県補助〉 

兵庫県民会館けんみんホールを利用し、「新進芸術家育成プロジェクト・リサ

イタルシリーズ」を開催した。 

あわせて兵庫県いけばな協会の協力により舞台にいけばなを添えて鑑賞者に

対して芸術文化に親しむ環境の充実を図った。 

事業実施にあたっては、出演者にリサイタルの企画から実施までのマネジメン

トを自ら経験させ、今後演奏家としての実務に役立てられるよう支援を行った。 

 

公 演 名 開催年月日 いけばな 入場者（人） 

根垣りのヴァイオリンリ

サイタル【中止】 
３.４.３０ － － 

大森花ソプラノリサイタ

ル【中止】 
３.５.２８ － － 

安達萌ピアノリサイタル ３.６.２５ 松井博士(小原流) １０３ 

杉田恵理と仲間たち～吉武

優・清永あやを迎えて～ 
３.８.６ 広川英男(池坊) ９０ 

中村友希乃ヴァイオリン

リサイタル 
３.９.２４ 柳ひとみ(専正池坊) １２８ 

宇治澤一光ピアノリサイ

タル 
３.９.３０ 稲泉千永(千草真流) １０９ 

上田智子ピアノリサイタル ３.１０.２２ 中山高甫（未生流中山文甫会） ７８ 

桝貴志バリトンリサイタル ３.１１.５ 熊原恵甫(未生真流) １１４ 

鯛中卓也ピアノリサイタル ３.１２.１７ 井上理奈子(池坊) １６３ 

野村茉由フルートリサイ

タル 
４.１.７ 米田さち圃(未生流(庵家)) ９８ 

和田友紀菜ソプラノリサ

イタル 
４.２.２５ 伊藤洸明(御室流) １１４ 

中嶋弥生ヴァイオリンリ

サイタル 
４.３.１１ 山根裕子(真生流) １５４ 

１２公演 ⇒１０公演 １，１５１ 

  
 

⑤ ひょうごアーティスト動画配信事業〈県補助〉 

  新型コロナウイルス感染症により、アーティストの活動の場や、県民の鑑賞の機会が減

少したことから、兵庫県ゆかりのアーティストが出演・制作した動画作品を当協会の

YouTube チャンネルで配信した。 

   令和３年度は、第３弾として、芸術文化の分野における創作活動ですぐれた業績をあげ、

兵庫県または当協会から表彰された各賞受賞者の動画作品を配信した。 

 【配信数】第３弾 ７件（計１１６件） 
 

⑥ ひょうごアーティストサロン賞（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 情報の提供 
（１）文化情報紙「すずかけ」の発行（再掲） 

生活文化大学をはじめとする当協会主催事業や芸術文化団体主催事業など、芸術

文化に関する情報を発信した。 

【仕  様】 タブロイド版、６ページ、２色刷り 

【発  行】 毎月１回  各５，０００部 

        ※ひょうご文化交流のつどいの開催が中止となり紙面上で交流を

図っていただくため、１２月号は増ページへと仕様変更をした。 

 

【内  容】 ・生活文化大学やリサイタル等の主催事業、県内の芸術文化事業 

 ・芸術文化センター事業、ピッコロシアター事業 

 ・文化人紹介（素顔拝見） 

 ・ひょうごの国宝・重文そぞろ歩き 

県内の国宝や重要文化財、歴史的・文化的な名所、テイクアウ

トの名店等を紹介 

 ・各種文化情報 

【配布先】 友の会会員、文化団体、県内各市町文化施設、報道機関ほか 

（２）文化情報の提供 

兵庫県民会館に、文化情報紙、県内施設等の催し物案内チラシ等を配架し、多

彩な文化情報を提供した。 

（３）ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp） 

協会概要や本部事業、各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介した。 

【内  容】・協会概要 

・事業案内（協会主催事業等） 

・管理施設へのリンク 

【アクセス数】 ４０，５６１件（令和３年４月～令和４年３月） 

 

【ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 評価】 
 
○ 芸術文化関係者の交流・連携の促進（サロン機能） 

芸術文化コーディネーターと顧問が豊富な知識・経験とネットワークを活かし、多様な分野、幅広い年

齢層の芸術文化関係者が気軽に集い、交流・連携を生み育てる場として機能した。 

 

○ 相談・助言の実施（情報の発信機能） 

平成１８年度のオープン以来、アーティストに対しての相談・助言や活動支援関連の事業の情報発信

等を継続して行う貴重な拠点として認知されるようになった。 

 

○ 若手アーティストの育成・支援（発表の場の提供機能） 

これまで毎月 1 回定期的に開催されていた「県民会館ロビーコンサート」は、年間で１０回実施した。感

染防止対策を講じながら、次代を担う若手アーティストらの活動成果の発表機会、気軽に県民が芸術文

化に触れる機会を提供した。 

 

○ 新進芸術家育成事業の実施 

「新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ」を年間で１０公演実施した。出演者からは「初めて

のリサイタルでプログラムの構成から考えることが多く、勉強になった」「１時間以上のリサイタルを経験し

て、精神力や体力の大切さを学んだ」という感想をもらうなど、高い評価をいただいた。 

 

○ ひょうごアーティスト動画配信事業 

新型コロナウイルス感染症によるアーティストの発表の機会や県民の芸術文化に触れる機会が減少

したことから、YouTube による動画配信事業を拡充し、令和４年３月末時点のチャンネル登録者数は

2,476 人となった。一部の動画作品については、兵庫県ワシントン州事務所の YouTube チャンネルに

おいて英訳されて配信されるなど、海外の人々にも兵庫県の芸術文化を紹介できた。 

https://hyogo-arts.or.jp


 

（４）その他多面的な広報活動 

① ＳＮＳの運営 

・YouTubeチャンネルでの動画配信のほか、Twitter、Facebook、Instagramを活用

して、アーティスト動画やコンサート開催等の告知を行うなど、情報発信を強

化した。 

② マスメディア等による情報提供 

・テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配付等 

・各種情報誌への情報提供 

・動画の出演アーティストの出身校や所属団体への情報提供 

③ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博物館等事業を共催している施設と連

携してＰＲを行うほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関を通じて情報発信

を行った。 

 

【情報の提供 評価】 
○ 文化情報紙「すずかけ」の発行 

月１回、芸術文化に関する情報を提供し関心を高めた。芸術文化活動への参加を促すとともに、読

者からは兵庫の芸術文化に関するきめ細かな情報が得られるとして好評を得ている。事業に関する

QR コードを掲載するなどホームページと連携を図り、利便性を向上させた。 

  

○ 文化情報の提供 

 兵庫県民会館に情報コーナーを設けて、県内の芸術文化情報を提供し、常に最新情報とすべく頻

繁に更新しており、利用者に喜ばれている。 

 

○ ホームページの運営 

協会概要や本部事業のみならず、県民会館、芸術文化センター、ピッコロシアター、原田の森ギャ

ラリー、横尾忠則現代美術館のホームページにリンクするほか、各施設の公演、展覧会事業等を幅広

く紹介し、施設、事業のＰＲとともに文化情報の発信を促進した。 
 

○ その他多面的な広報活動 

ホームページに加えてＳＮＳを本格的に活用して情報提供を容易にするとともに、印刷物への QR コ

ードの掲載など、利便性を向上させ、芸術文化に関心を持つ層の獲得に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 新型コロナウイルス感染症拡大への対応 

 

芸術家・芸術文化団体の活動支援 

 

１ 芸術文化公演再開緊急支援事業 

新型コロナウイルス感染症防止対策を講じながら劇場、音楽堂で芸術文化公演等の

舞台芸術活動を再開する取り組みを支援するため、施設使用料の助成を行った。 

 

２ ひょうごアーティスト動画配信事業 

新型コロナウイルス感染症によりアーティストの活動が著しく減少し、県民が劇場

や美術館へ足を運びにくくなった状況のもと、兵庫県ゆかりの新進・若手アーティス

トが出演・制作した動画作品を公式 YouTube チャンネルで配信した。 

  また、第３弾として、芸術文化の分野における創作活動ですぐれた業績をあげた兵

庫県及び当協会の顕彰事業各賞の受賞者の動画作品を配信した。 

 

３ 次世代応援舞台芸術支援事業 

  県内文化施設等で音楽・演劇等の公演を実施する際に、一定数の座席を学生向けに

無料で開放し、新型コロナウイルスの影響で減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内の

若手アーティストの活動機会を提供することにより、ポストコロナ社会につながる芸

術文化活動を支援した。 

 

４ 県民芸術劇場 

  分散開催に対応するため、２回目公演の出演料を協会負担限度額の範囲内で負担し

たほか、複数の小学校が合同で実施する場合や生徒数の多い高校は、市町文化ホール

等を利用できることとした。 

 

５ 県内芸術家ロビーコンサート 

新型コロナウイルス感染症により、公演などの中止が相次ぎ、県内の新進・若手ア

ーティストの活動の場が大幅に減少していることから、アーティストに活動の場を提

供するとともに、県民の鑑賞機会の創出を目指し、会場の対象を県内の芸術文化施設

等に広げ、実施した。 



〔県立美術館王子分館関係〕 

県立美術館王子分館の管理・運営 
    

兵庫県立美術館王子分館の指定管理者として、横尾忠則現代美術館において展覧会、

公開制作やコンサートなど各種催しを開催し、芸術文化に関する情報発信や情報収集

を行った。また、原田の森ギャラリーでは、地域のプロ・アマチュア芸術家の発表の

場としての役割を果たすよう管理・運営に努めた。  

【所在地】 神戸市灘区原田通３丁目８番３０号 

【施  設】 〈原田の森ギャラリー〉 本館（１・２階展示室）、東館（１・２階展示

室）、会議室等（５室） 

          〈横尾忠則現代美術館〉 アーカイブルーム、展示室（２・３階）、 

                   コレクションギャラリー、休憩･交流スペース 

オープンスタジオ、ミュージアムショップ、 

インフォメーション 

              〈喫茶棟〉 

〈附属駐車場〉 ３１台 

 

１  原田の森ギャラリーの管理・運営 

（１）貸しギャラリー等の実施 
公立美術館としては全国最大規模となる貸しギャラリーや実技教室を活用した洋画・

日本画・書道・彫塑等の作品発表、並びに絵画教室等が開催されたとともに、造形芸

術の活動・交流・情報発信拠点づくり及び創作活動の発表の場づくりに努めた。 

なお、新型コロナウイルス感染防止策として、施設の出入口に赤外線カメラ・消毒

液を設置するとともに、展示室・会議室では、非接触型体温計、飛沫防止対策として

アクリルパネルの設置など行った。施設整備として、展示作品の動画配信や館内イベ

ントの密を避けるためサテライト会場等に外部配信できるよう Wi-Fi 環境の整備工事

を行った。 

 

  ・利用状況  

 【来館者数】 １００，８６７人 

【利用状況】             （単位：日、％又は台、()内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

展示室 ４室 1,172 944(185.8%) 80.5(165.0%) 

会議室等 ５室 1,465 881(128.6%) 60.1(114.0%) 

駐車場 31 台 293 293(112.7%) 14,547 台(170.2%) 

 

【利用料収入状況】                     （単位：円、税込） 

区  分 金  額 ()内対前年比 区  分 金  額 ()内対前年比 

展示室 21,777,305(198.1%) 附属設備 502,550(213.1%) 

会議室等 5,177,745(132.0%) 駐車場 7,451,600(177.7%) 

収蔵庫 5,941,800(138.8%) 利便施設 520,939(136.3%) 

  合  計 41,371,939（172.3%） 
  
※新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針により、令和３年４月 25 日～ 

５月 11 日まで臨時休館 

 

 

 



（２）ギャラリー運営会議の実施 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円

滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営会議

を開催し、貸出計画案の承認を得た。令和３年度については、2022 年 4 月から 2024 年

3 月までの利用調整のため、３回の運営会議を開催した。 

・第１回運営会議 令和３年５月 12 日 

・第２回運営会議 令和３年９月 15 日 

・第３回運営会議 令和４年２月 18 日 
 

 

（３）情報の提供・広報 

    ① ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp/harada） 

    【内  容】施設概要、利用案内、空室情報、展覧会案内 等 

② 催し物案内の配布 

【配布先】灘区各所、県民会館、他関係施設・公共施設等 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営  

  横尾忠則氏の優れた作品等について広く県民に鑑賞する機会を提供するため、横尾作

品を中心とする展覧会の実施、展示室内での著名ダンサーとのコラボレーション動画の

発信など、様々な事業を展開する美術館として運営を行った。 

また、横尾忠則氏のもとに保管されていた多彩なコレクションや資料などを様々な角

度から紹介するため、美術館４階フロアを改装し、新たな展示室「横尾忠則コレクショ

ンギャラリー」として整備するとともに隣接する休憩コーナーも眺望を生かした休憩・

交流スペース「キュミラズム・トゥ・アオタニ」として整備、公開した。 

【来館者数】４４，３８５人  

【入場者数】２６，８４６人 

 

 

 

 

 

 

 

【原田の森ギャラリーの管理・運営 評価】 

〇施設の利用状況 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で展示室の利用率が 48.8％まで

大きく落ち込んだ。３年度においては、緊急事態宣言による臨時休館、感染急拡大

の懸念から５月分の利用は皆無に等しい状態となったが、６月以降は感染防止対策

を実施しながら開館にあたり、年間利用率を 80.5％まで回復することができた。 

利用料収入においてもコロナ前までの数字まで順調に回復している。 

〇アンケート調査 

展示室利用者を対象としたアンケート調査では、「非常に満足」「満足」の合計は、

職員の応対 98.2％、施設を利用した全般的な満足度は 100％であった。 

清潔感があり大変広くて使いやすく、コロナ禍においては密回避するには非常に

適した施設だと多くのお礼の声をいただいた。 

〇情報の提供と発信 

マスコミや情報誌等のほか、公共施設・近隣店舗への情報提供に加え、ホーム

ページやツイッター、フェイスブック、インスタグラムのSNSなどで、展覧会・イ

ベント情報などを掲示し、常にタイムリーな情報発信の強化に努めた。また、

YouTubeチャンネルに施設のＰＲ動画を配信している。 

https://hyogo-arts.or.jp/harada


（１）横尾作品を中心とした展覧会の開催 

展 覧 会 名 Curators in Panic ～ 横尾忠則展 学芸員危機一髪 

開催期間（日数） Ｒ３.３．27～８.22（114 日） （＊臨時休館日除く） 

入場者数（人） 6,697 人 

内有料入場者数 4,857 人（有料入場率：72.5%） 

内 容 

 令和 3～4 年にかけて行われた横尾氏の大規模巡回展のため、主

要作品約 200 点を貸出中という学芸員にとっての緊急事態に、敢

えて作家と作品の不在を強調し、その存在を浮かび上がらせた企

画展。残った収蔵品から学芸員 3人が選んだ「推し作品」を展示

した。なお、４月 25 日～５月 11日までの 14日間は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大により臨時休館となった。            

【出展点数：約 70 点】 
 

展 覧 会 名 YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2021(前期) 

開催期間(日数) Ｒ３.３．27～８.22（114日） 

  内 容 

令和3年3月に4Fにコレクションギャラリーを新設。新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、コレクションが美術館へ

輸送できないという緊急事態が発生。今回は企画展と連動

し、学芸員にとって様々な思い入れやエピソードの詰まった

展覧会ポスターを一堂に展示。 

 

展 覧 会 名 横尾忠則の恐怖の館 

開催期間（日数） Ｒ３.９．18～Ｒ４.２.27（138 日） 

入場者数（人） 20,545 人   

内有料入場者数 14,957 人（有料入場率：72.8％）  

内 容 

 横尾は見えるものや科学で説明できる領域外にも深い関心を寄

せており、その作品世界では必然的に「恐怖」や「好奇心」と密

接に関わっている。美術館を「お化け屋敷」にみたて、その作品

を通じて「芸術」と「恐怖」との関係性を考察する。             

【出展点数：約 80 点】 
   

展 覧 会 名 YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2021(後期) 

開催期間(日数) Ｒ３.９．18～Ｒ４.２．27（138日） 

  内 容 上記「恐怖の館」展と連動し、関連する資料を展示 

 

 

 

 

 

 

 



（２）貴重なアーカイブ資料の整理と公開 

アーカイブでは、横尾氏のもとに保管されていたイラストやポスター、デザイン原

稿はじめ、蔵書・関連記事の掲載誌、レコード収集品など多岐にわたる資料を受け入

れ、順次、整理・公開した。資料整理をより円滑に行うため、博学連携として甲南大

学（令和 3年度 4名）の博物館実習生を平成 26年度から受け入れており、令和 3 年度

からは新たに神戸芸術工科大学、甲南女子大学の博物館実習生を受け入れている。 

※ 武蔵野美術大学美術館・図書館と掲載雑誌資料の調査及びデータベース構築を目

的とした共同調査事業を行ってきた連携事業は調査完了により令和元年度で終了。 

※ 令和 3 年度の神戸芸術工科大学インターンシップ生の受入れは、新型コロナウィ

ルス感染拡大により大学側から辞退の申出があり 2 年連続で中止。令和 4 年度より

復活予定。 

  【令和 3 年度実績】 

・博物館実習生：甲南大学 4 名、甲南女子大学 1名、神戸芸術工科大学 1名 

・インターン生：0 名 

① 整理 

（ア）整理済み資料（4,456 点） 

（イ）ウェブサイトで公開している資料リスト（3,775 点＊） 

   ＊ａから個人情報を含んだ資料等を除いたもの 

② 公開 

（ア）整理済み資料については閲覧可能（無料、要予約、個人への貸出不可） 

（イ）これまでの利用実績：92 件（美術館関係者、研究者、学生、デザイナー等) 

③ 展示 

企画展等での展示に供した。 

 

（３）オープンスタジオを活用した多彩なイベントの実施  

  ① 企画展関連事業 

新型コロナ感染症対策のため、キュレーターズトーク等の対面式のイベントは座

席数を限定して実施したほか、前年度に引き続き、映像により、ギャラリー・トー

クや、展示室の横尾作品をバックにしたパフォーマンスなどを配信するとともに、

１階オープンスタジオでも映像を公開し、来館者に好評を得た。 
 

〔Curators in Panic 〜横尾忠則展 学芸員危機⼀髪〕 
事 業 名 開催日 出演者・講 参加者数 

キュレーターズ・トーク R3.4.24 当館学芸員 18 人 

同上 R3.5.22 当館学芸員 15 人 

同上 R3.6.26 当館学芸員 26 人 

公開座談会：学芸員｢推し｣を語る R3.7.24 当館学芸員 43 人 

Curators in Panic ～横尾忠則展 

学芸員危機一髪ギャラリー・トーク

（★YouTube 配信等） 

R3.6.12
～ 当館学芸員 視聴数 1,145 回

(R4.3 月末時点) 

YOKOO TADANORI COLLECTION 
GALLERY 2021〔前期〕ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸ 
（★YouTube 配信） 

R3.5.8
～ 当館学芸員 視聴数 1,170 回

(R4.3 月末時点) 



Unframed 横尾忠則×川井郁子 
 -アートとヴァイオリンの競演- 
（★YouTube 配信等） 

R3.5.21
～ 川井郁子 視聴数 3,785 回

(R4.3 月末時点) 
 
  合 計  ７事業 

  
6,202 人 
(うちｵﾝﾗｲﾝ 6,100 人) 

 
〔横尾忠則の恐怖の館〕 

事 業 名 開催日 出 演 者 参加者数 

キュレーターズ・トーク R3.10.16 当館学芸員 48 人 

同上 R3.11.20 当館学芸員 36 人 

同上 R3.12.18 当館学芸員  23 人 

同上 R4.1.15 当館学芸員  25 人 

横尾忠則の恐怖の館 ＰＲ映像 
（★YouTube 配信、Facebook／
Instagram 広告配信） 

R3.10.5～    － 

YouTube 視聴数

3,158 回(R4.3 月

末時点 )広告視

聴回数 66,230 回 

横尾忠則の恐怖の館 ギャラリー・

トーク（★YouTube 配信） 
R3.10. 
15～ 当館学芸員 視聴数 2,107 回

(R4.3 月末時点) 

YOKOO TADANORI 
COLLECTION GALLERY 2021 
〔後期〕ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸ 

R3.10. 
15～ 当館学芸員 視聴数 539 回 

(R4.3 月末時点) 
  
  合 計  ７事業 

  
5,936 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 5,804人) 
*広告配信除く 

 
② オープンスタジオコンサート等（当館１階） 

例年、地域のにぎわいづくりと、当館の新たなファン層の拡大をめざし、県内を

中心に活動する優れた音楽家等によるコンサートを実施しているが、年度の前半は

新型コロナウイルス感染症対策のため、多くの観客を集めるイベントの開催は自粛

した。感染状況の落ち着きを踏まえ、10月から座席数を半減のうえ、再開している。

また昨年度、イベント自粛期間に代替的に制作・配信した動画「Y＋TMOCA の舞台裏」

も継続して配信した。 

タ イ ト ル 月 日 出 演 予 定 者 参加者数 

アコーディオンで聴く少～し

怖い音楽会 
R3.10.10 

461ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ／森裕介

(Acc) 、 山 下 カ ナ

(Acc) 

68人 

１DAY JAZZ ROAD 

原田の森ギャラリーピロティ

ーステージ 

R3.11.13 
JAZZミュージシャン 

（ﾌﾟﾛ･ｱﾏ･ｾｯｼｮﾝ） 
120人 



華麗なるニューイヤーコンサ

ート 
R4.1.16 間瀬尚美(Mar)ほか 77人 

Y+TMOCA の舞台裏 全 7回  

★YouTube 継続配信 

R2.9.25

～ 
当館学芸員 

視聴数  

3,415回 

(R3年度再生数) 
 
  合 計  ４事業 

  
3,680 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 3,415 人) 
 
（４）作品・資料等の保存・修復活動  

  収蔵作品及び資料を良好な状態で保存するため、劣化要因（温湿度、光、空気汚染

物質、有害生物など）を制御、排除することで、館内環境を良好に保つよう努めた。

保存・修復に際しては、作品のオリジナル性を熟慮したうえで作品の現状維持修復を

原則に必要最小限度の修復処置を心がけている。また、電気製品を用いた作品やその

他ミクストメディア作品については、各分野の専門家と協力し多角的な視点で修復に

取り組んだ。 

（５）連携によるにぎわいづくり  
  ① 地域との連携 

（ア）地域住民・商店街等との連携 
     ・ポスター・チラシの配布 

・灘区が地域住民と実施している「灘総合芸術祭」実行委員会への参加 
・これまで地元イベントへの参画、開会式への招待等により地域連携を進め

てきたが、令和３年度はコロナ感染症対策のため、実施しなかった。 
・２月には水道筋商店街や王子動物園を巡るパレード（「三田村管打団？」演

奏）を計画していたが、コロナ感染症の状況悪化を踏まえ、次年度に延期
とした。  

（イ）周辺施設との連携(神戸文学館、灘区民ホール､王子動物園、BBプラザ美術館等) 
        ・相互のポスター・チラシの掲示・設置。県立美術館とは、半券提示で相互に

割引制度を実施 
      ・王子動物園で実施される「ありがとうタンタン」キャンペーンの一環として

横尾氏の長女、横尾美美氏によるタンタンをモチーフとした作品展の開催 
（令和2年度に連携協定書を締結） 

   （ウ）美かえるカラフルマルシェの開催 
      ・平成28年度からミュージアムロード沿線の阪神電鉄㈱、㈱シマブンコーポレ

ーション、県立美術館本館、地元商店と共催しているアートを軸とした街の
賑わいづくりイベント。令和３年度はコロナ感染症を考慮し、「ミュージア
ムロードInstagramフォトコンテスト」を実施。  

② 団体等との連携 
      日本自動車連盟（JAF）、コープこうべ等と団体割引提携を行い、会員等の来館

促進を図った。（令和３年度実績／JAF：580人、コープこうべ508人） 
   ③ 他館との連携 

【ミュージアムロードを構成する主要文化施設】 

    県立美術館本館はもとより、近接する神戸文学館や神戸市立王子動物園、ミュ
ージアムロードの中間点に位置するＢＢプラザ美術館等と連携し、ポスター掲示、
チラシの設置について相互に協力 

【その他の美術館等】 

（ア）国内 

・横尾氏と縁の深い豊島横尾館、西脇市岡之山美術館とは特に緊密に情報を共
有し、広報連携等を行っている。 

・R３年に国内を巡回した過去最大規模の回顧展「Genkyo 横尾忠則展」（愛知県
立美術館、東京都現代美術館、大分県立美術館）に所蔵・寄託作品約200点を
貸し出したほか、助言等の協力を行った。 

（イ）海外 
・R４年に上海当代芸術博物館で大規模個展が計画されていたが、新型コロナウ
イルスの影響により目処が立たない状況である。 



 （６）情報の提供・広報 

『横尾芸術の一大拠点』、『様々な芸術に触れることのできる場』、『国内外の美術館等

との連携』、『参加・体験型のミュージアム』といった当館の魅力を、様々な媒体によ

り、幅広い層に伝えるとともに、ミュージアムロードをはじめとする地域との連携も

図りながら、効果的な広報活動を展開 

 

① 展覧会毎の取組 

 （ア）知事定例記者会見での発表、記者説明会の開催 

（イ）横尾氏がデザインしたチラシ・ポスター等の配布 

（ウ）ＪＴＢ電子チケットでの当日券の販売、イーティクスによるチケット予約販

売（「恐怖の館展」のみ）、神戸観光スマートパスポートでの販売 

（エ）交通広告（ＪＲ、阪急、山陽、神戸シティループバス等）の実施 

   （オ）三宮センター街へ展覧会ＰＲ用大型懸垂幕を設置 

   （カ）展覧会関連事業を通じた話題づくり（動画配信など） 

   （キ）ＪＲ三ノ宮駅交番北側に展覧会看板の掲出 

    （ク）ＳＮＳ広告による発信(Facebook／Instagram) 
 

② 年間を通じた取組               

（ア）マスメディアの活用 

       ・テレビ・ラジオのニュース・特集番組、新聞・雑誌等 

     ・神戸新聞連載「魂を解き放て！」等、取材の積極的な受け入れ 

     ・eb 版美術手帖タイアップ広告「横尾忠則とともに振り返る横尾忠則現代美

術館の１０年とこれから」の配信 

（イ）県広報誌（県民だよりひょうご「文化の風」）、兵庫ジャーナル等 

（ウ）館長によるトップセールス 

  講演会等におけるＰＲ等 

（エ）国際的なＰＲ 

  ・県立美術館、ＢＢプラザ美術館と共同での英語・中国語パンフレットの配布 

 ・英語字幕付きの YouTube 動画の制作・配信 

（オ）美術館ニュースの発行(R３年度：No26、27) 

（カ）インターネットによる情報発信（https://www.ytmoca.jp） 

 ・館ホームページ、ツィッター、フェイスブック、インスタグラム、メールマ

ガジン 

・フォロワー数約 31 万人を持つ横尾氏のツイッターとの連携 

・当館公式ユーチューブチャンネルを開設（R２年８月～） 

 ギャラリートーク（字幕：日・英）のほか、「Y＋TMOCA の舞台裏」と題して

当館学芸員が美術館の仕事の概要を語る動画（字幕：日・英・中・韓）を配

信 

    （キ）各種情報誌、フリーペーパー等への掲載 

（ク）週刊朝日に瀬戸内寂聴さんとの対談「往復書簡 老親友のナイショ文」が長

期連載(R元.8～R4.11）された。瀬戸内氏没後は、横尾氏によるエッセー「シ

ン・老人のナイショ話」が連載中。 

  〔参考：掲載等の状況〕 

 新聞 テレビ・ラジオ 

学芸員危機一髪 特集記事（展評等）10 回 

案内記事（開催情報等）26 回 

４回（サンテレビ、ラジオ関

西等） 

横尾忠則の恐怖の

館 

特集記事（展評等）14 回 

案内記事（開催情報等）36 回 

４回（サンテレビ、ラジオ関

西等） 

https://www.ytmoca.jp


【横尾忠則現代美術館の管理運営 評価】 

○横尾作品を中心とした展覧会の開催 

     年間の来館者数の目標を７万人、入場者数の目標を3.5万人と設定し、魅力的な展覧会の開催やオ

ープンスタジオを活用したイベントの開催等により、観客動員を図ってきた。令和3年度は、新型コロナウ

イルス感染症対策のため、4，5月に臨時休館を余儀なくされたが、以降は休館はなく、歴代２位の入場

者数を記録した「恐怖の館」展により、来館者数4.4万人、入場者数は、2.7万人となった。目標値は下回

ったものの、入場者数はコロナ禍で激減した令和２年度（1.4万人）から大きく増加し、コロナ禍前のR元年

度（2.4万人）を上回るまで回復した。 

感染拡大防止を基本としつつ社会経済活動等に配慮するなどの県方針に従いつつ、ウィズコロナ／

ポストコロナの時代に相応しい創意工夫を重ね、より魅力的な企画により、新たなファン層の開拓を図っ

た。 

○動画配信等、オンラインによる情報の発信 

コロナ禍における美術館の取組として、R元年度の臨時休館中に開始した「おうちでＹＴＭＯＣＡ」等の

動画発信の取り組みを継続して美術館の魅力を発信し、取り組みが新聞掲載されるなど好評を得た。 

※Unframed横尾忠則×川井郁子-アートとヴァイオリンの競演-、ギャラリートーク等、全７事業、視

聴数 15,319 回。（上記「★YouTube 配信」の箇所） 

○貴重なアーカイブ資料の整理と公開 

神戸芸術工科大学の学生インターンシップ及び武蔵野美術大学との共同調査、さらに甲南大学およ

び武蔵野美術大学からの博物館実習生により、整理と公開作業が軌道に乗ってきた。このうち武蔵野美

術大学との連携は令和元年度で一旦完結となった。 

また R2〜3 年度はコロナの影響で神戸芸工大のインターンは実施できなかったが、R4 年度より復活

予定である。さらに R3 年度より、新たに甲南女子大学と神戸芸術工科大学より博物館実習生を受け入

れ、感染症対策を講じながらアーカイブ資料の整理と公開を図った。 

○オープンスタジオを活用した多彩なイベントの実施  

企画展関連事業やオープンスタジオコンサートを計画していたが、新型コロナウイルス感染症対策の

ため、年度前半は自粛を継続し、後半は蔓延状況に応じて収容人数を半減にして、実施した。実施回

数・参加者数はコロナ前に比べて減ったが、代わりに上記動画発信により館からの情報発信ができた。 

○作品・資料等の保存・修復活動  

    収蔵作品及び資料を良好な状態で保存・継承するため、展覧会と並行して、日々地道な保存・修復

活動及び館内の環境維持に努めている。R3 年度には、「横尾忠則の恐怖の館」展で演出のために使用

する古い備品類を、博物館実習生の手を借りて事前に消毒・清掃したり、電飾を用いた特殊な作品

《Guardian Angel》（1983）を専門家と連携しつつ修復し、「横尾忠則 寒山拾得への道」展での展示を実

現させた。 

○連携によるにぎわいづくり 

県立美術館、ＢＢプラザ美術館、神戸文学館など、ミュージアムロードを構成する文化施設との相互Ｐ

Ｒや、商店街との連携に努めた。 

○情報の提供・広報 

横尾氏制作によるポスター・チラシ等による広報展開に加え、ホームページ、ツイッター、フェイスブッ

ク、メールマガジンなどの電子媒体による情報提供を積極的に展開している。令和３年度は新たにフェ

イスブックによる広告配信を行い、一定の成果を得た。 

○横尾忠則コレクションギャラリー、休憩コーナーの開設 

 人と地域をアートでつなぐまちづくりの拠点として、エリア全体の魅力向上を図るため、横尾作品に影

響を与えた世界の著名芸術家の寄贈コレクションを展示するコレクションギャラリー、眺望を活かした休憩

コーナー「キュミラズム・トゥ・アオタニ」を４階に整備し、新たな館の魅力をPRすることができた。 

  



         

 
新型コロナウイルス感染症拡大への対応 

 

基本方針 

「新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」の策定による感染症対策の徹底 

 

〔原田の森ギャラリー〕 

 

◆令和３年４月 23 日：新型インフルエンザ等対策特別措置法による「緊急事態宣

言」発出（措置期間：4/25～5/11 まで、のち 6/20 まで延長） 

 

 

臨時休館（兵庫県対処方針による） 

  臨時休館 ４月 25 日～５月 11 日 

再開に向けた対応 

 ①展示室、会議室の利用団体等の予約者への連絡及び日程変更調整、キャンセル 

  対応を行い、利用料金を納めた者については全額返還を行った。 

 ②展示室・会議室を利用する美術団体、教室等主宰者に対し、再開にあたって 

  の注意事項（健康チェック、利用者の連絡先の把握、手指消毒・マスク着用、 

定期的な換気、利用人数の制限等）、感染拡大防止対策ご協力のお願いにつ 

いて、書面により通知した。 

 

再開後の対応（第２回緊急事態宣言、まん延防止等重点措置期間含む） 

① 館内感染症対策としては、以下を実施した。 

・施設出入口に赤外線カメラ・消毒液の設置 

・展示室、会議室への非接触型体温計、アクリルパネルの設置 

・館内で来館者が触れる箇所に抗菌剤クリーンフィックスを塗布 

② 来館ができない方へ向けた動画配信や来館者の密を避けるため、展示室及び 401

号室内に Wi-Fi が利用できる環境の整備工事を実施した。 

 

〔横尾忠則現代美術館〕 

 

◆令和３年４月 23 日：新型インフルエンザ等対策特別措置法による「緊急事態宣

言」発出（措置期間：4/23～5/11 まで、のち 6/20 まで延長） 

 

臨時休館（兵庫県対処方針による） 

  Curators in Panic ～横尾忠則展 学芸員危機一髪 

   臨時休館 ４月 25 日～５月 11 日（14 日間） 

感染対策を実施の上、５月 12 日に再開 

 

再開に向けた対応 

前年度から実施していた「＃おうちで YTMOCA」に加え、展覧会のギャラリートー

ク映像を制作、動画を YouTube で配信し、館の魅力を発信した。また閉館中に動画

「Unframed 横尾忠則×川井郁子 アートとヴァイオリンの競演」を展示室内で収

録した。 



 

 

 再開後の対応 

① 再開後も、館のＰＲ動画（※）を作成、配信等を行い、美術館の魅力を発信

し、新たなファン層の開拓に取り組んだ。 

※「Unframed 横尾忠則×川井郁子 アートとヴァイオリンの競演」（5/21～） 

「学芸員危機一髪展ギャラリートーク(6/12～)」「恐怖の館展ギャラリートー

ク(10/15～)」等 

② オープンスタジオでのキュレーターズトークについては、座席数を半減のう

え、実施した。 

③ オープンスタジオコンサート等については、前年度に引き続き、年度の前半

は中止としたが、10 月以降に感染状況をふまえて座席数を半減の上、再開し

た。２月に開催を検討していた地域連携イベントは延期とした。 

④ 館内感染症対策としては、以下を実施した。 

・施設出入口に赤外線カメラ・消毒液の設置 

・展覧会開催期間中の清掃・清拭の強化（通常の清掃に加え、階段手摺やエレ

ベータ操作盤、テーブルなどの清拭を追加） 

・抗ウイルス・抗菌コーティング（ＨＢＥ）の施工（入館者情報記入台、受付

カウンター、ミュージアムショップ陳列台、ソファー、トイレ、階段手摺、

エレベーター内等）、予約システム導入による券売窓口の混雑緩和ほか 



『収益事業』 

公益目的以外の施設提供事業 

１ 施設の管理運営事業 

兵庫県民会館 

当協会は、平成 18 年度から６期 18 年にわたり兵庫県民会館の指定管理者として管

理運営を担っており、広く県民にホール・会議室等の施設を提供するなか、運営経費

のコスト削減、経営の合理化に努め、芸術文化に親しむ環境の更なる充実を図った。 

当会館では、利用者の安全・安心を確保するため、新型コロナウイルス感染症対策

を徹底し万全の対応を図るとともに、会館の利用拡大や賑わいづくりとして、①ネッ

ト会議や配信事業での利用に向けた貸館部門の通信環境（LAN,Wi-Fi）の整備・向上、

②パソコンやスマートフォンでギャラリーを歩くような感覚で展示品を鑑賞できるバ

ーチャルギャラリー“Walk 360”の本格運用、③特別展示室の空き期間を活用した作

品展示など、新たな取り組みを行った。 

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 １１階パルテホール（収容 150 人）、９階けんみんホール（客席数 360 席）、会議

室（18 室）、集会室（3 室）、宴会室（3 室）、時間貸駐車場（37 台）、月極車庫（44

台）、団体事務室（23 団体）、営業店舗（2 業者）、アーティストサロン、兵庫県民

アートギャラリー（４室） 
 

（１）利用状況等 

【来館者数】２９７，９５０人 
 

【利用状況】            （単位：日、％又は台、( )内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

11 階パルテホール 1 室  338 156（111.4%） 46.2( 99.6%) 

９階けんみんホール 1 室  338 189（120.4%） 55.9(107.5%) 

会議室 18 室  6，084 3，206（108.9%） 52.7( 97.4%) 

集会室（和室） 3 室  1，014 500（124.3%） 49.3(111.0%) 

宴会室 3 室  1，014 506（ 97.9%） 49.9( 87.4%) 

アートギャラリー 4 室  1，352 379（170.0%） 28.0(132.1%) 

時間貸駐車場 37 台  365 365（ 99.7%） 31,230 台(112.7%) 

月極車庫 44 台  １２ヵ月 １２ヵ月 526 台(100.0%) 
 

【利用料収入状況】                   （単位：円、税込） 

施設名 金 額 ( )内対前年比 施 設 名 金 額 ( )内対前年比 

11 階パルテホール 14,317,100 (117.4%) アートギャラリー 7,905,300 (151.9%) 

９階けんみんホール 8,944,875 (117.9%) 事務室及び倉庫 29,987,748 ( 99.9%) 

会議室 24,563,700 (105.6%) 利便施設 505,708 (103.0%) 

集会室（和室） 1,723,950 (120.0%) 月極車庫 18,936,000 (100.0%) 

宴会室 8,543,400 ( 96.2%) 時間貸駐車場 24,517,800 (112.1%) 

附属設備 187,500( 95.2%) 合   計 140,133,081 (107.7%) 

なお、新型コロナウイルス感染拡大の影響で当会館の利用料等の収入が減少する中、感染

症対策等を講じる必要があったことから、県において令和３年度の指定管理にかかる県への還

付金から収支差額分 37,158 千円を減額し 57,442 千円とする措置がとられている。 

 

 

 

 

 

 
 



（２）ギャラリー運営会議の開催 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の

円滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営

会議（３回）を開催し、貸出計画案の承認を得た。 

・第１回運営会議 令和３年５月 12 日   ・第３回運営会議 令和４年２月 18 日 

・第２回運営会議 令和３年９月 15 日 
 

２ 駐車場等 
（１）駐車場等の運営 

・兵庫県民会館     ：（時間貸）  収容台数   ３７台 

（月極）    収容台数   ４４台 

・芸術文化センター   ：（時間貸）  収容台数 約１００台 

・県立美術館王子分館  ：（時間貸）  収容台数   ３１台 
 
（２）喫茶、レストラン等のスペースの貸出 

    施設利用者の利便に供するため、次のとおりスペースを貸し出した。 

・兵庫県民会館    ：喫茶・軽食・弁当（地下一階イートインコーナー利用可）・

理容 

・芸術文化センター  ：喫茶・レストラン 

・ピッコロシアター  ：喫茶 

・県立美術館王子分館 ：喫茶・軽食 

（３）関連グッズのショップ設置・運営 

   ・芸術文化センター   ：オリジナルグッズや音楽・バレエなど様々な舞台芸術に 

関するグッズを販売した。 

・県立美術館王子分館 ：横尾忠則現代美術館において、横尾グッズ等を販売した。 

（４）自動販売機の設置 

   施設利用者の利便に供するため、清涼飲料水を中心とした自動販売機を設置した。 

   ・兵庫県民会館    ：８台 

    ・県立美術館王子分館 ：２台 

（５）図書の頒布等 
・兵庫県民会館 

    横尾忠則展図録等の図書頒布販売事業、芸術文化関係入場券の受託商品販売事業

を行った。 

【県民会館の管理運営事業等 評価】 
○利用状況等 

令和３年度も新型コロナウイルス感染症により、４月から緊急事態措置が実施され会館が臨時休館と

なった。以降も緊急事態措置やまん延防止等重点措置が実施されるなか、集客施設の利用を手控える

傾向が続き、利用は低調なまま年度末を迎えた。 （会議室利用率 令和元 70.8%→②54.1%→③52.7%） 

集客施設の利用や外出、催事の抑制・自粛ムードが続くなか、感染防止対策の徹底に加え、会議室

等の通信環境（LAN、Wi-Fi）向上によるウェブ会議等の取り込みやバーチャルギャラリー“Walk 360”の

本格運用、けんみんホールやロビーを活用した新進アーティストの活躍の場の設定など、新たな利用に

つながる取り組みにより、県民会館利用料収入は対前年度比 107.7％と前年度を上回ることができた。 

 （参考：利用料収入の対令和元年度比 75.3％） 

○施設・設備改修 

県民会館は築 50 年以上が過ぎており、施設利用者に安全に安心して利用していただくため、施設・

設備の改修やメンテナンスを適時適切に行なっている。また、空調用冷温水機の故障が判明したが県

補正予算 3,881 千円を確保して周辺装置の分解整備も併せて修繕するなど、館内の快適性・利便性の

維持・向上に努めている。 

○県民会館の指定管理 

当協会は、指定管理者制度が始まった平成 18 年度から指定管理者として県民会館の運営を安定的

かつ効率的に行ってきており、毎年度実施している利用者アンケートでは、「職員・スタッフの対応」を

87%の人が満足と回答しており、管理・運営の各項目で、満足度が概ね 80％を超えるなど、高い評価を

得ている。（７月と３月の２回実施） 



 

新型コロナウイルス感染症拡大への対応 

 

基本方針 

「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防・拡大防止対策」の策定による感染症

対策の徹底 

 

◆令和３年４月 23 日：新型インフルエンザ等対策特別措置法による「緊急事態宣

言」発出（措置期間：当初 4/25～5/11 まで、のち 6/20 まで延長） 

 

臨時休館（兵庫県対処方針による） 

  臨時休館 ４月 25 日～５月 11 日 

 

再開に向けた対応 

 (1)館内入居団体等への対応 

・休館期間中の会館利用についての注意喚起（書面通知及び掲示） 

① 入館時の手指消毒・マスク着用の励行 
② 各団体職員の健康チェック、外部からの事務室利用者の連絡先の把握 
③ 定期的な換気と利用人数の制限 
④ 入退館経路の制限(南入口のみ) 
⑤ 入居団体職員の利便を考慮し 1F カフェが営業（平日の 11 時～14 時） 

 
 (2)ホール、ギャラリー、会議室の利用団体等への対応 

・休館期間における予約者への連絡及び日程変更調整、キャンセル対応（キャ

ンセル料返還処理含む） 

・貸館業務再開に向けた準備 

① 貸館スペース（館内共有部分及び備品含む）の消毒・抗菌コーティング 
② 対面業務を行う受付・管理人室への飛沫防止ビニール幕の更新 
③ 南北両出入口へのサーモカメラ・手指消毒液設置と動線案内表示の更新 
④ 感染防止のための貸出物品（消毒液、飛沫防止パーテイション、非接触型

体温計、着席制限ボード等）の準備 
⑤ 空調設備による外気導入・各階通路の窓開閉による換気の向上 
⑥ 利用者向けの注意喚起書面の配付・掲示 
 

再開後の対応 

(1) 上記以外に館内感染症対策として以下を実施。 

・鍵や消毒スプレーなど利用者への受渡物品の消毒、現金のトレー収受 

・クレジットカード対応多機能決済端末の導入（R4.3 月から） 

・毎月初の予約抽選会における事前申込制（メール・FAX）の採用 

・兵庫県新型コロナ追跡システムのＱＲコード掲出（R2.7 月から） 

・会議室等への非接触型体温計、飛沫防止アクリルパネルの貸出・設置 

・パソコンやスマートフォンでギャラリーの展示物を歩くような感覚で鑑賞で

きるバーチャルギャラリー“Walk 360”の運用開始（R3.2 月から）。 


